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京
都
・
長
岡
京
跡

所
在
地
　
　
　
一爪
都
府
向
日
市
上
植
野
町
大
田
、
鶏
冠
井
町
八
ノ
坪

調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
年

（昭
５４
）
五
月
十
五
日
ｉ
七
月
十
八
日
、　
十

一
月
十
六
日
ｉ
十
二
月
十
五
日

発
掘
機
関
　
　
向
日
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
山
中
　
手早

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
時
代
　
平
安
時
代

（八
世
紀
末
）

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
七
九
年
度
、
長
岡
京
内

で
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査
は
、

三
九
件
に
達
す
る
。
内
、
木
簡

の
出
上
し
た
調
査
地
は
二
件
あ

り
、
そ
の
概
要
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

①
　
推
定
左
京
四
条
二
坊
九

町
の
調
査
に
よ
り
、
掘
立
柱
建

物
十

一
棟
、
柵
二
列
、
井
戸
五

基
を
検
出
し
た
。
木
簡
は
、
七

五

釦
四
方
、
深
さ
二
・
一
ｍ
の
、
方
形
で
四
隅
に
柱
を
立
て
、
間
を
縦
方
向
に

板
を
並
べ
て
側
板
と
し
た
井
戸
の
最
下
層
か
ら

一
点
出
上
し
た
。
本
調
査
で
検

出
さ
れ
た
他
の
四
基
の
井
戸
は
、
曲
物
を
組
み
合
せ
て
造

っ
た
小
さ
な
も
の
で
、

こ
の
井
戸
だ
け
が
特
異
な
構
造
を
し
て
い
る
。
井
戸
の
中
か
ら
は
、
長
岡
京
に

特
有
な
須
恵
器
の
壷
や
製
塩
土
器
が
出
上
し
て
い
る
他
、
井
戸
の
柱
の
一
つ
に

コ
ご
」
の
刻
印
が
四
箇
所
記
さ
れ
て
い
た
。　
尚
、
こ
の
井
戸
周
辺
に
は
石
が

敷
か
れ
て
お
り
、
近
接
す
る
建
物
は
、　
一
※
一
間
の
小
建
物
を
二
×
三
間
以
上

の
建
物
が
囲

っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

②
　
推
定
猪
隈
小
路

（仮
称
）
西
側
濤
の
調
査
に
よ
り
、　
濤
中
か
ら
木
簡

一

点
を
出
土
し
た
。
濤
は
、
幅
八
〇

飩
、
深
さ
四
〇

軸
の
南
北
に
の
び
る
素
掘
り

の
も
の
で
あ
る
。
木
衝
は
、
濤
中
に
大
量
に
捨
て
ら
れ
た
桧
皮
と
と
も
に
出
土

し
た
。
他
の
遺
物
は
極
端
に
少
な
く
、
わ
ず
か
に
、
濤
中
よ
り
平
瓦
片
や
、
凝

灰
岩
片
が
出
土
す
る
の
み
で
あ
る
。

３
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容
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Φ常

９
　
関
係
文
献

山
中
章

「
長
岡
京
跡
左
京
第
１５
・
２７
次

（７
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｔ
・
Ｉ
・
Ⅱ
地
区
）
発

掘
調
査
概
要
」
（向
日
市
教
育
委
員
会

『向
日
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
６
集
彰

一
九
八
〇
年
　
（山
中

立ё


